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16世紀 ドイ ツのFlugschriftにお け る語 ・句 の重 ね に つ い て
言語平衡論 との関連において
小 野 光 代
はじめに
現代 ドイ ツ標準語に連 なる統一語が成立 して くる語史上 の段階は、近世 の初期新高 ドイ ツ語
期におかれてい る。 この時期 の言語資料についてP.v.Polenzは次 の ように述べ ている 「...
印刷 された ドイ ツ文章語 の民衆化におけ る初期市民階級 の発展的推進力は、従来 の伝統的 な記
述におけ るよ うに、一方的にル ターと宗教改革に のみに制限 されては ならない。1970年代以降
初期新高 ドイ ツ語史 とメデ ィア史に とって、政治的 プ ロパ ガンダや扇動的 な文書が特に注 目さ
れ るよ うになった。初期 のHuttenとLutherの論 争文 書に引 き続いて1520年に政治的 な小 出
版物が爆発的 に増加 した...」1)。ここで政治的な小出版物(politischeKleinpublikation)とい
われてい るものの代表がFlugschriftであ る。16世紀前半 におけ るその急激 な増 加ぶ りはK6h-
lerの作成 した グラフ2)によって視覚的 に明瞭にあ らわ され 、多 くの研 究者に よ って引用 され
たために、 よ く知 られ るよ うになっている。Polenzは1516年か ら1546年の30年間に4,000もの
Flugschriftが発行 された と述べ てい るが、そ の数 は特 に1524,25年に集中 して いる。1525年
に宗教改革を契機 と して勃発 した農民戦争が短期間で制圧 された後は、検閲が厳 しくな り、 こ
の年以降はFlugschriftの発行数 は急激 に減少す る。 これ らのFlugschriftは、確かに言語資料
と しては、Polenzが指摘 してい るよ うに1970年以前は、 ほ とん ど顧み られ なか った。 しか し
そ の後は近世 ドイ ツの言語状況を把握す る資料 と して の意義が認め られ、か な りの研究者に よ
って取 り上げ られ るよ うに なった。
この小論 では16世紀 のFlugschriftの中で も最 も重要 な ものの一 つ農 民の 「12箇条」 のテ ク
ス トを語 ・句 の重ねを中心に調べ言語資料 と して の意義を考え る。
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1.16世紀 にお け る ドイ ツのFlugschriftにつ い て
Flugschriftは日本 の歴史書 、宗教改革関係書物 な どで はパ ンフ レッ トと訳 され てい る。特
に16世紀 の ドイ ツに おいて最 も重要 な メデ ィアで あ った。最 初 は小冊子(Bttchlein)、回状
(Sendbrief)などと呼ばれた。Flugschriftは後に書物史 な どで、綴 じられ ていない紙葉か ら
成 り立 ってい る小冊子 とい うことか ら名付け られた。
ここで"DeutscheFlugschriften1460-1525"の著者 であるJ.SchwitallaのFlugschriftの定義
を要約 してあげ る。
そ のテ クス ト(文 書)は
a印 刷 され ている こと。 テ クス トは一枚 ではな く複数枚 にわ たる こと、
b綴 じられてい ない こと、表紙がついてい ない こと、
cそ れだけ で独立 した 印刷物 である こと、書物 の一部 として出版 され ていない こと、
dた とえその印刷物 が特定 の集 団宛 に書 かれてい て も、原則 として文字 の読 める ものは誰で
も、そ の印刷物を読んだ り、聞いた りして よい、 とい う意図 のもとに広め られ る、
e目 指す読 者 の意 図 と意 見に したが って全体 の福祉 とい う目下 の議論の多 い問題 を扱 い、公
の利益 に関す る ものであ り、社会的 に重要 な問題 の解決 に寄与 しようとす る、
fこ れ らの社 会的問題 に対 す る読者や聴 衆の態度決定 を固定 させ た り、変え させ た りす る、











意図から離れて急激に展開する。信仰の問題をめ ぐって、キ リス ト教界が対立する二つの陣営




16世紀 ドイ ツのFlugschriftにおけ る語 ・句 の重ね につ い て
れる。口頭以外の討論の手段 として最もよく用いられたのがFlugschriftであった。議論の相
手に出来るだけ早 く応答するために簡便な印刷物でなければならなかった。その結果が表紙な

















による(す なわち朗読による)コ ミュニケーション形式において(民 衆の集会、素人説教師、
同盟締結の会議、苦情書等々)職人、農民、下層民などがかなり大きな役割を演 じた。」4)
確かに書き手はいわゆる知識階級の人々である。 しか し16世紀のFlugschriftの作者達にお









先に述べたようにFlugschriftの数は16世紀前半急激に増大 した。それはキ リス ト教界の二
つの陣営が自己の信念の正 しさを激 しく主張 し、かつ相手を説得 して、自分たちのグループに
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取 り込 も うとす る意 図が強固であ った ことを示 してい る。 まさにメデ ィア史上16世紀は
Flugschriftの世紀であったといえよう。それは宗教改革 という世界史的な意義を持つ社会的
要因と印刷術とい う技術上の進歩とが結合 した結果でもあった。その後の社会の変革と、それ







しみに落ちいった時...他方、農民達が帝国諸侯 の暴兵達に打ち破 られ、殺獄 され、処刑さ
れた とき、...兄弟愛や隣人愛に基づ く、 よりよきキ リス ト教世界への期待は、村 々や家々
とともに炎上 して しまった。...」さらに続けて 「もし"12箇条"が なければ、1525年の農民
戦争は、このような形では起こりえなかったであろう」。5)
上シュヴァーベン農民の12箇条は16世紀のFlugschriftの中で最 も深刻な影響力を及ぼ した。
なぜなら12箇条は ドイツ農民戦争のあ り方を決定的に規定 したからである。Blickleは「12箇















































この12箇条は二 ヶ月 とい う短期間に各地の印刷所で24版も印刷され、一総部数は約25000部











ある。 しか しここでは一つの校訂テクス トの二重語構造のみを取 り上げている。















専門語をもっと分か りやす くす るために...。古代修辞法の原理の手本もまた語彙バ リエーシ
ョンにとって可能であった...」。6)
語を重ね るこ との起源 の一つ はRechtssprache(法律語)に あ った。中央集権的 な統治 の中
心を欠 く ドイ ツでは、各 ラン トごとにLandrechtが形成 され た。古高 ドイ ツ語 の法律 語は も
っぱ ら口頭 に よるLandrechtとして、 その土 地生 まれ の法 の専 門家に よ り、地域 的な伝 統 と
い う原理 の上に築 き上げ られて きた。 また社会的 な差違(身 分法)も あ って、語彙は きわめて
多様であ った。 この多様性は ローマ法受容以来組織的に縮小 してい くが、地域差、社会階層差、
さ らに はテ クス ト種 の差 に よる語 彙障 壁を 克服 す る手 段 と して、最 も よ く用 い られた のが
Zwillingsformel(語の重 ね)で あ った。
このよ うに超地域的 な理解 のために最 もよ く利用 された のが"対 語形式"で あ った。 出来 る
だ け 広 範 囲 の地 域 の人 々 に 、 ま た 全 て の階 層 の人 々 に 理 解 され うる こ とを 目指 した
Flugschriftにそれ が多用 され るのは必然的 であ った。
最後に用語について ここで簡単に説 明 してお きたい。BeschはFormelとFormを区別す る。
Doppelformel(二重語慣用句)を 彼 は論文 の表題 にのみ使い、論文 中ではDoppelform(二重
語形式)の み用いてい る。Paarformel,Paarform,Zwillingsformel,Zwillingsformなどの場合
も同 じである。一formelはこの現象を総合的 に表現 す る場合にか ぎ られ、個 々の現 象を指す場
合には 一formを使 うとしてい る。私 もこれに従い、Zweigliedrigkeitには二重語構造 とい う訳
語を当て る。当然現代 の慣用句論では"一formel"のみ が用 い られ ている。
4農 民の12箇条における語の重ねについて
農民の12箇条には印刷された24の版と、不完全なものも含む数点の写本がある。これらを厳
密に検討 した結果、もっとも古いとされるMを 底本とした校訂テクス トがA.G6tzeによって
約100年前にはじめて作 られた。現在ではこのM校 訂テクス トが広 く用いられている。 しか し
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言語資料 と して他 の版を利用 しなければ ならない ことも少 な くない。そ のよ うな場合には各版
を保管 してい るそれぞれ の図書館 ない しは文書館か ら入手 しなければ ならない ことに なる。 こ
こではM校 訂 テ クス トにおいてのみ語の重ね表 現を抜 き出 した。
G6tzeのM校訂 テ クス トは"HistorischeVierteljahresschrift"(V.J9.1902)で発表 された も
のを使用 した。 ここではペ ージ数を合わせ ることは当然行われてい ない。 また当時 の印刷物に
はペ ージの数え方は なか った。 オ リジナル の版は6枚(12ペ ージ)で 、一枚 の紙を4つ 折 りに
し、 それに半枚 紙を二 つ折 りに して作成 され た と考え られ る。最初 の4枚 の表 にはにはAi,
Aij,Aiij,Aiiijの記号が付け られたが、 これは徹底 していない。記号のない場合G6tzeは[]
に入れ て示 してい る。紙 の裏 には記号 は打 たれ ていない ので、[r]で示 され ている。 テ クス ト
の行は箇条 ごとに1か ら始め られてい る。以上 の条件か ら語例 の出所 の表示は以下 のよ うに な
る:
Aij-2-3(紙の2枚 目の表.一第2箇 条.一3行)Aijr-4-5(紙の2枚 目の裏 一第4箇 条 一5行)
なお記号 とペ ージ数 の対応を書いてお く:Ai-1,Air-2,Aij-3,Aijr-4,...B-9,Br-10,Bi-11,
Bir-12。表 中では小文字 の ローマ数字 の代 りにア ラビアを数字 を用 いている:i→1…iij→3
等。 なお差異記号 の忠実 な再現は断念 した。
出所 語の重ね例 試訳 同義性
序文
A2-0-7 emporhebenvnauffpomen 蜂起 し、反抗 し 十
A2-0-9 zuhaufflauffenvndsichrotten結集 し、徒党を組み 十
A2-0-10 zureformieren,auRzureytten,Ja...zu
erschlagen
改 革 し、 駆 逐 し、





A2-016～17 Emporugenoderauffruren 蜂起や騒擾 十
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A2-0-31 liebe,fryd,vndainigkait愛、平和、そ して協調
A2r-0-32 vndergetrucktvnwegkgenomen圧迫され、奪い取られる 十
A2r-0-33 klarlauter 明々白々な 十
A2-0-35 vngehorsam,Auffrurisch 不服従的、反抗的 十
第1箇 条
A3-1-4,5 byttvnbeger 願いであ り、望み 十
A3-1-5 willvndmaynug 意志であ り、意見である 十
A3-1-6 gewaltvndmacht 暴力と権力 十
A3-1-8 Erwolenvndkyesen えらび、選出する 十






A3r-2-9 einsemlenvndeynnemen 集め、徴収する 十
A3r-2-24 zylvndzeyt 適切なる期間





A3r-3-5 erloRtvnnderkaufft 救済され、償われた 十
A4-3-8 freyseyenvndwollensein 自由であ り、自由であろう
と望む
(+)
A4-3-15 zaigtvndweiRt 指示 し、教えている 十
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第5箇 条
A4r-5-6 geistlichoderweltlich 聖または俗(統 治権力)












B1-7-8 brauchenvndniessenmUg 耕作 し、用益出来る 十
B1-7-9,10willigvngehorsam 自ら(すすんで)服 する
B1-7-10 zustundvndzeyt (適切な)時期に(限られる) 十
第8箇 条







Blr-10-7 gutlichvnndbriederlich 好意的に、兄弟愛の心で 十
第ll箇条
Blr-11-3 gantzvngar 全 く
Blr-11-5 widerGotvneere 神に背き、名誉に反 して










Blr-12-8 todtvnabsein 死と消滅 十
B2-12-14 yebenvndbrauchen 行い、実行する 十
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Jahrhundet"において新 高 ドイ ツ文章語 成立研究史 上画期的 な業績 と見 な され る言語平衡 の
テーゼを提 唱 した。 このBesch理論 の意義を理解す るためには、 ドイ ツ語 の発展過程 におけ
る新高 ドイ ツ文章語成立 の議論を概 観す る必要があ る。現代 ドイ ツ標準語に連 なる統一語 の成
立が ドイ ツ語 の場合特に問題に なるのは、前に も触れたが言語養成 の場 となるよ うな、 ドイ ツ
全域にお よぶ規模 の政治的、文化的中心が欠けていたためであ る。す なわ ち、近世 ドイ ツは神
聖 ローマ帝国 とい う政体下にあ って絶対王政が成立 しなか った。 また この皇帝は七人 の選帝侯
よ り選 出され る存在で、 ハプスブル ク家に よる世襲が確立す るまでは、諸侯 の中で の最有力者
に しかす ぎなか った。す なわ ち ドイ ツでは中世末期以降大小 の領邦土が多数併存す る状態が続
いた のであ る。 このことは ドイ ツ語 の歴史 の上か らは、様 々な方言 の中か ら統一語が成立す る
す るため の前提 となる言語的中心が存在 しなか った ことを意味す る。言語的中心は通例、そ の
国 の政治的、経済的、文化的中心 と一致す る。 ドイ ツ語圏において確かに大 きな方言は存在 し
た。 しか し広い地域を 占め る方言を基盤 と して後 の標準語に連続す る統一語が成立 した とはい
え ない のであ る。中高 ドイ ツ語か ら新高 ドイ ツ語へ連続 して発展 した のでは ない ことが認識 さ
れた とき、19世紀末か ら20世紀初頭へかけて新高 ドイ ツ文章語成立 の問題に学界 の注 目が集 ま
る よ うに な った。 その契機 とな ったのはK.MttllenhoffがW.Schererとともに編纂 した
"DenkmalerdeutscherPoesieundProsaausdemVIII-XIIJahrhundert"(2.Aufl.1863)の序文
で"entstehungdesneuhochdeutschen"とい う表現を使 った ことであ る。それ まで の文献学で
は規範的 なす なわ ち人工的 な中高 ドイ ツ語に よる芸術性 の高い詩文 の校訂 テ クス トの作成が最
も重要 な課題であ り、言語変化へは 目が 向け られ なか った のであ る。
一152一
16世紀 ドイ ツのFlugschriftにおけ る語 ・句 の重ね につ い て
新高 ドイツ文章語成立過程の最初のモデルはMttllenhoff自身によって与えられた。彼は新
高 ドイツ文章語は9世 紀以降大きな阻害や中断なしに連続 して発展 してきたものであ り、その
長い道程が16世紀に完結 したとし、その発展過程を五つの段階に分けて説明 している。1)カー
ル大王の宮廷のあったライン ・フランケン方言を基盤とする古高 ドイツ語時代、2)シ ュタウ
ファー朝時代のシュヴァーベン方言地域を中心とする12-13世紀、その後言語養成の中心は、


























からの言語が一つの地域で合流 し、そこで平衡化あるいは混靖が起こった、とい う説を提唱 し
た。方法論的にこの学際的手法が学界に与えた衝撃は大きかった。口語から書き言葉への影響
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等 しくなるように配慮 し、 ドイツ語圏全域に写本が存在する、教化文学の一つを選んだ。資料
量の密度には大きな地域差があるが、たとえ異なる作品であっても同じレベルのテクス トにな
るよう配慮 した。これらの資料が厳密に分析され、その結果が記号化され言語地図に表された。
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義語結合の多用に対する最も重要な理由の一つは、 ドイツ各領邦で異なる語彙が使われている







テクス トを考察する場合は、常にテクス トの様式ない しは種類とその受容者を考慮に入れなけ
ればならない。この観点からも二重語構造がどちらの機能で使用されているかは明白である。




びついた概念のステレオタイプ的な繰 り返 しとい う慣用句の主要な特徴が欠けているのである。
なお慣用句的語結合の特徴として、見出し語的、再生産性、固定性、根拠づけられている、イ
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